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豪児童とのスカイプ交流における日本人児童の英語会話力 
Japanese Children’s Communicative Ability in English 







This paper discusses research investigating to what extent fifth and sixth graders 
(CEFR Pre-A1 to A1 level) at a Japanese private school were able to communicate with 
their Australian peers during video calls facilitated by Skype. The results indicated 
that the children appreciated the chance to talk with their Australian peers, but they 
were not aware of factors that affected their ability to be understood. Through this 
research, insights were gained for English education in elementary school: it is 
important to teach intonation as a conversation turn-taking cue; children need to 
project and enunciate more deliberately in English than in Japanese; children should 
learn and employ nonverbal communication strategies such as gestures and facial 
expressions effectively; and different communicative styles between English speakers 
and Japanese speakers should be taught intentionally. Also, using the same or similar 














 2020 年に新学習指導要領が全面実施されるにあたり，小学校での英語が 5，6 年生で教
科化され，高校卒業時の到達目標は現在の外国語の学習，教授，評価のためのヨーロッパ
共通参照枠（Common European Framework of Reference for Languages: Learning, 
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2-4. CEFR における「聞くこと」「話すこと」の能力記述文  
 CEFR について，2-1 で触れたが，本節ではより詳しく見ていく。CEFR は個人を社会
的存在としてとらえ，行動中心主義に基づき，どのような課題をなし得るかを能力尺度で
示している。能力尺度は，A（基礎段階の言語使用者），B（自立した言語使用者），C（熟
達した言語使用者）の 3 つに分けられ，各レベルは 2 つの下位区分に分けられ，リーディ
ング，リスニング，スピーキング（インタラクション，プロダクション），ライティング
の 5 つの技能で，何ができるかという能力記述文（Can-Do ディスクリプタ）で表されて
いる（吉島・大橋，2004；投野，2013）。このレベルの土台は，1913 年の Cambridge ESOL
のテストであるという（投野，2013：24）。このケンブリッジ英検は本研究でも用いてい
る。本英検を用いることで，受験者が何をなし得ると考えられるのかが，世界的に用いら
れている CEFR のレベルで捉えられる。 
 ケンブリッジ英検には児童用テストがあり，身近なトピックを取り上げ，英語で聞いた
り話したり読んだり書いたりして，効果的にコミュニケーション取れるスキルに焦点を当
てて作成されている（Cambridge English, 以下「UCLES」, 2017a）。CEFR には A1~C2
の 6 レベルがあるが，ケンブリッジ英検では児童用テストを Starters (Pre-A1), Movers 
(A1), Flyers (A2)の 3 つのレベルに分けているため，事実上，7 つのレベルが設定されて
いる。10 年間ケンブリッジ英検の児童用テストを用いて実施された研究結果では，日本人
児童 6 年生における英語力は CEFR の A1～Pre-A1（または Below A1）レベルだったこ
とが示されている（米田・西村，2016）。 
 次に，本研究の児童の英語力である Pre-A1 と A1 の「聞く」「話す」の能力記述文を















表 2．Pre-A1 と A1 レベルにおける「聞くこと」「話すこと」の能力記述文 



































































 参加者は地方都市にある私立小学校 5 年生（11 名）と 6 年生の児童（13 名），合計
24 名である。調査協力校では英語の位置づけは教科であり，全 6 学年で 4 技能の指導が
日本人教師（JTE）と母語話者指導助手（ALT）とのティームティーチングで行っている。
教科書は Oxford University Press の Magic Time 1 (Kampa & Vilina 2011), English 
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うにしている。2016 年度の授業時間数（１時間 45 分）は１～２年生が週 1 時間，3～4
年生が週 2 時間，5～6 年生が週 2.5 時間であった。 
 授業外の活動として，約 30 年前からオーストラリアの姉妹校の児童と交流をしており，
3 年に一度日本人児童が訪豪し，2 年に一度姉妹校の児童が訪日している。2014 年度末か
らはスカイプによる交流も取り入れ，全学年が 1 年間を通じて英語と日本語で交流してい
る。 
 参加者の英語力を測るため，ケンブリッジ英検の Starters (CEFR Pre-A1)を 2016 年
11 月に受験した。ケンブリッジ英検公式テストの Starters には 3 つのテストがある：
Reading & Writing（以下「RW」），Listening （以下「L」），Speaking（以下「S」）
である。それぞれ 5 点満点で，合計 15 点満点で結果が示される。本児童英検に合否はな
いものの，当該テストの力がある目安は 10 点とされている（UCLES, 2017b）。本調査
参加者の Starters の得点結果は表 3 に示した通りである。10 点以上の得点を取った者は
21 名，そのうち，A1 の力があると想定される 14 点以上だった者は 10 名であった。ここ
から，全体として Pre-A1～A1 の力がついていることが確認された。 
 
表 3．ケンブリッジ英検 Starters テスト結果（N=24） 
RW  L  S  合計平均値 最小値 最大値  標準偏差
3.92  4.54  4.38  12.83 8 15  2.22 
注）RW, L, S は各 5 点満点，合計は 15 点満点である。 
 
3-2．時期 
 スカイプ交流は 2014 年 3 月に開始され，2016 年度には 1 年間に各学年 3 回程度行わ
れるように計画された。そのうち，本調査では 2016 年 9 月に行われた，参加者にとって
3 回目になるスカイプ交流を取り上げた。なお，振り返りシートはスカイプ交流当日（2016



















Show & Tell の要素も取り入れている。相手から答えが出たら，相手の回答に応じた応答
をし，挨拶で終わる形式になっている１。 
 
（A と B は日本人児童） 
A: Hello. My name is A.  
B: My name is B.  
A: We will give you three hints.  
B: Please look, listen and guess what it is. 
No. 1 They are made from potatoes, oil, and salt. 
No. 2 You enjoy collecting them.  
No. 3 You have to be interested in a sport. 
A & B: What is it? 
豪児童: ____ 
A & B: That’s right. / Close. / Try again. 




た。問 1 はスカイプ交流に関する感想について聞いており，問 2 はそれに対する準備への
取り組みについての自己評価，問 3 は A の「話し方」（delivery）と B の言語使用(use of 
English)についての自己評価をするようになっている。全問が 4 点法で回答した後，その
理由について自由記述形式で記載するようにした。 
 スカイプ交流の実施後，振り返りシートの問 3.AB を用いて日本人英語教師(JTE)と母語
話者指導助手（ALT）が評価を行った。評価の観点と基準は打ち合わせたがルーブリック
は用いなかった。 
 スカイプ交流を実施する効果について検討するため，2016 年 10 月に姉妹校が協力校を
訪問した後に質問紙調査を行った。 
 
3-4.  分析方法 
 質問紙の項目ごとに児童の得点の平均値を算出するとともに，「理由」の欄の自由記述
から得点の背景を探った。また，児童のパフォーマンスについて，振り返りシートを用い
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１．オーストラリアのお友達と Skype でお話ししてうれしかったですか？ 










話し方 評価 理由 
1. 明るく始めのあいさつができた。 4   3   2   1  
2. 明るい表情でできた。 4   3   2   1  
3. 大きな声ではっきり言えた。 4   3   2   1  
4. 相手の顔（画面）を見て話せた。 4   3   2   1  
5. あいづちを打ちながら聞けた。 4   3   2   1  
6. 相手に分かりやすく絵や写真、ジェ
スチャーが使えた。 
4   3   2   1  
7. 明るく最後のあいさつができた。 4   3   2   1  
B. 英語について 
英語表現について 評価 理由（分かった内容） 
1.必要な単語を正しく使うことができ
た。 
4   3   2   1  
2.英文を正しく言うことができた。 4   3   2   1  
3 準備した英文（英単語）を覚えた。 4   3   2   1  
4. 英語らしい発音やイントネーショ
ンができた。  
4   3   2   1  
5. 「いいね」など励ます言葉が言えた。 4   3   2   1  
6. 相手の言いたいことが分かった 4   3   2   1  







 まず，児童の得点の平均値を算出した。結果は以下のとおりである（表 4）。4 点法で，
問１は得点が 4 点に近いほど嬉しさの度合いが高いことを示し，問 2~3 では得点が高いほ
ど，自己評価が高いことを示している。 
 





3A. 話し方や表情 3B. 英語について 
3.56 2.94 2.85 2.93 
注）表中の 1～3B までの番号・記号は振り返りシートの各問いの番号と呼応している。 
 










 問 3 では児童の自己評価と JTE と ALT の両教員（各 1 名，合計 2 名）によるパフォ
ーマンス評価が行われた。評価結果は以下のとおりである（表 5）。 
 
表 5. 話し方や表情と英語使用に関する児童と教員による評価得点平均値  





























児童 2.58 2.79 2.79 2.71 3.21 3.00 3.08 3.25 2.75 2.50 2.57 
JTE 1.92 2.33 2.29 2.54 2.83 2.04 2.92 2.92 2.17 2.29 2.13 
ALT 2.38 2.29 2.04 2.54 2.33 2.29 3.46 3.29 2.25 2.58 2.08 
注）「評価項目」は紙面の都合上，簡略化した。 
  番号・記号は振り返りシートの各問いの番号と呼応している。 
  JTE:日本人の英語教師; ALT:母語英語指導助手を指す。 
  児童数は 24 名，JTE, ALT は各 1 名である。 
  3A-5，3B-6 は分析から外した。 
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 問 3A の「話し方や表情」では児童の自己評価得点では中点の 2.5 を超え，「できてい
る」と捉えている傾向が示された。一方，教員の評価で両教員評価が中点を上回った項目







わなかったり，Nice talking to you.と言っている最中にカメラ前から立ち去る姿が見られ，
児童は自分の振る舞いに関心が行き，「通じた・伝わった」ことを確認する指導の必要性
が示された。 
 問 3B の「英語について」であるが，B-1，B-2 の語彙と英文の使用で，児童と ALT の
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